
日米共同統合演習（実動演習）の概要についてのお知らせ

※（10月 18日変更）

自衛隊と米軍は、以下のとおり日米共同統合演習（キーン・ソード２５）を実施しますので、お知ら

せします。

１ 演習の目的

我が国防衛のための日米共同対処及び自衛隊の統合運用について演練・検証し、共同統合運用能力

の維持・向上を図る。

２ 実施時期

令和６年１０月２３日（水）～１１月１日（金）

（前後約１週間程度の準備・撤収期間を設定）

３ 実施場所

（１）自衛隊施設、在日米軍施設及び区域

（２）民間空港・港湾

（３）奄美大島、徳之島、沖永良部島、我が国周辺海空域等

４ 主要訓練項目

（１）主要部隊司令部における指揮所活動

（２）共同統合対艦戦闘

（３）統合強制進入作戦（水陸両用作戦・空挺作戦等）

（４）統合防空ミサイル防衛

（５）島しょ防衛

（６）海上交通の安全確保

（７）重要施設等防護

（８）統合後方補給・衛生

（９）統合指揮通信システム

（10）領域横断作戦の深化

５ 演習参加部隊等

（１）自衛隊

ア 統合幕僚監部、陸上幕僚監部、海上幕僚監部、航空幕僚監部、情報本部及び 自衛隊サイバー防

衛隊

イ 陸上自衛隊

陸上総隊、各方面隊等

ウ 海上自衛隊

自衛艦隊、各地方隊等

エ 航空自衛隊

航空総隊、航空支援集団、宇宙作戦群等

（２）米軍

インド太平洋軍、太平洋陸軍、太平洋艦隊、太平洋空軍、太平洋海兵隊、在日米軍、インド太平

洋宇宙軍等

（３）同志国

豪軍及び加軍



６ 演習参加規模

（１）自衛隊：人員約３３，０００名、艦艇 約３０隻、航空機約２５０機

（２）米 軍：人員約１２，０００名、艦艇 約１０隻、航空機約１２０機

太枠囲み部分の下線部分が変更箇所です。

問合せ先 ●陸上自衛隊北部方面総監部 防衛部訓練課

電話 011-511-7116（内線 2633）
●別海町役場 総務部防災・基地対策課防衛担当

電話 0153-74-9640

矢臼別演習場で予定されている内容は次のとおりです。

■期間 １０月２３日（水）～１１月１日（金）

（上記期間において、予備日を含む２日間程度の実弾射撃演習を予定）

■内容 陸自の多連装ロケットシステム（MLRS）及び米陸軍・米海兵隊の高機動ロケット砲システム
（HIMARS）による共同火力実弾演習

計根別着陸場で予定されている内容は次のとおりです。

■期間 １０月１７日（木）～１０月１８日（金）、１０月２０日（日）、１０月２２日（火）及び

１０月２６日（土）～１０月２９日（火）

（いずれも、天候等の都合により変更する可能性があります。）

■内容 米軍の HIMARSを搭載した輸送機（C-130J）による離着陸訓練及び訓練に参加する人員・物資
の輸送


